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国
労
東
日
本
本
部
は
２
０
２
２
年
１
０
月

１
４
日
に
第
１
回
交
渉
に
臨
み
、
年
末
手
当
要
求

の
趣
旨
説
明
を
行
い
﹁
基
準
内
賃
金
×
３
．
０
ヶ

月
・
１
２
月
９
日
ま
で
の
支
払
い
遵
守
﹂﹁
全
社

員
一
律
５
万
円
﹂
等
の
付
帯
要
求
に
、
誠
実
に
応

え
る
こ
と
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
交
渉
を
開

催
、
１
１
月
１
４
日
会
社
側
は
﹁
基
準
内
基
準
内

賃
金
﹂
×
２
・
４
カ
月
・
一
律
２
万
円
・
１
２
月

５
日
の
支
給
と
す
る
と
回
答
が
示
し
た
。

今
回
の
要
求
は
、
こ
の
間
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の

中
で
一
時
金
が
引
き
下
げ
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

や
物
価
高
な
ど
に
よ
り
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
状
況
か
ら
も
、
社
員
・
家
族
の
生
活
維
持
に
向

け
た
ギ
リ
ギ
リ
の
要
求
だ
と
主
張
。
さ
ら
に
四
半

期
決
算
が
３
期
ぶ
り
の
黒
字
化
と
な
り
、
回
復
の

状
況
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
成
長
投
資
同
様
に
、

社
員
・
家
族
に
も
同
等
の
投
資
を
求
め
て
き
た
。

　

と
り
わ
け
、
会
社
の
原
動
力
は
、
何
よ
り
も

そ
こ
に
働
く
社
員
で
あ
り
、
そ
こ
に
光
を
当
て
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
﹁
復
活
の
年
﹂
に
し
て
い
く
出
発

点
と
な
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

全
て
の
社
員
・
家
族
は
、生
活
が
苦
し
い
中
で
も
﹁
鉄

道
員
の
使
命
﹂
を
持
っ
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
Ｊ

Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
発
展
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
て
き
た
が
、
主
旨
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
回
答
だ
と
し
た
。

貨
物
会
社
は
１
１
月
１
８
日
基
準
内
賃
金
の
１
・

６
２
箇
月
分
、
１
２
月
９
日
支
払
い
と
の
回
答
を

示
し
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
の
交
渉
を
積
み
重
ね
貨
物
職

場
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
厳
し
い
職
場
環
境
に
あ

り
な
が
ら
も
安
全
輸
送
に
奮
闘
す
る
社
員
感
情
を

逆
撫
で
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
生
活
改
善
を
願
う

社
員
と
家
族
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
し
か
な
い
。

社
員
犠
牲
を
繰
り
返
す
会
社
の
攻
撃
と
、
慢
性
的

な
要
員
不
足
の
中
で
年
休
が
消
化
で
き
ず
不
満
は

増
大
し
て
い
る
事
業
計
画
を
上
回
る
利
益
を
上
げ

て
も
社
員
へ
の
還
元
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
事
実
か

ら
も
、
交
渉
経
過
を
反
故
に
し
、
社
員
の
労
苦
に

報
い
て
こ
な
か
っ
た
会
社
姿
勢
が
改
め
て
問
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

８
月
・
９
月　

内
外
の
動
き

８
月
１
７
日

五
輪
組
織
委
員
会
の
高
橋
治
之
元
理
事
を
受
託
収
賄
の

疑
い
で
、
逮
捕
さ
れ
る
。

８
月
２
０
日

国
労
東
日
本
本
部
は
東
京
新
橋
・
交
通
ビ
ル
に
て

第
３
６
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

８
月
３
１
日

自
民
党
が
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
断
絶
を
党
の

方
針
と
し
て
決
定
。

９
月
２
日

２
４
年
ぶ
り
に
１
ド
ル
１
４
０
円
台
に
突
入

９
月
６
日

安
倍
元
首
相
の
国
葬
費
用
に
総
額
１
６
億
円
、
政
府
が

予
算
概
算
示
す
。

９
月
１
４
日

﹁
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
﹂
と
﹁
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
﹂
は
、
２
０
２
３
年
３
月
中
に

障
害
者
割
引
が
適
用
さ
れ
る
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
と
発
表
。

９
月
１
６
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
﹁
オ
フ
ピ
ー
ク
定
期
券
﹂
の
導
入
を
申
請

通
常
の
通
勤
定
期
券
は
約
１
．
４
％
値
上
げ
を
、
国
土
交
通

大
臣
に
対
し
﹁
オ
フ
ピ
ー
ク
定
期
券
﹂
の
導
入
へ
向
け
た

通
勤
定
期
運
賃
の
変
更
認
可
申
請
を
行
な
っ
た
。

２
０
２
３
年
３
月
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

９
月
１
９
日

改
憲
発
議
と
大
軍
拡
や
め
ろ
！

さ
よ
う
な
ら
原
発
さ
よ
う
な
ら
戦
争

１
３
時
~
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
て
集
会
開
始

９
月
２
２
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
特
急
﹃
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
﹄
を

１
０
月
１
日
か
ら
所
定
運
行
に
戻
す
と
発
表
し
た
。

９
月
２
６
日

観
光
支
援
策
を
１
０
月
１
１
日
よ
り
正
式
に
開
始
す
る
と

国
土
交
通
省
が
発
表
。

９
月
２
７
日

﹁
国
葬
反
対
﹂
国
会
前
で
集
会
を
開
催
、
１
万
５
０
０
０
人
が

﹁
国
葬
で
税
金
使
う
な
﹂
な
ど
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
抗
議
し
た
。

安
倍
元
首
相
の
﹁
国
葬
﹂
反
対
を
訴
え
る
デ
モ
を
行
う
。

９
月
２
７
日

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
４
州
で
編
入
を
問
う
住
民
投
票
を

実
施
、
欧
米
諸
国
ら
投
票
お
よ
び
投
票
結
果
を
正
当
な
も
の

で
は
な
い
と
非
難
し
た
。

９
月
３
０
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
普
通
回
数
乗
車
券
を
９
月
３
０
日
に

発
売
終
了
す
る
と
発
表
し
た
。

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
！
年
末
手
当

物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
！
年
末
手
当

東
日
本
は
２・
４+

２
万
円

１
２
月
５
日
で
回
答

会
社
の
原
動
力
は
な
に
か

貨物は昨年度下回る

貨
物
は
「
１
・
６
２
」　　

１
２
月
９
日
の
支
給
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多
摩
地
区　

第
３
４
回

　

反
核
・
平
和　

火
の
リ
レ
ー
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１
１
月
２
２
日
２
年
振
り
と
な
る
東
京
地
本
の
海

釣
り
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。
川
崎
・
つ
り
幸
を
７

時
に
出
航
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
１
１
月
後
半

と
は
思
え
ぬ
快
晴
の
中
で
、
竿
を
借
り
た
り
、
ク

ー
ラ
ー
に
氷
の
用
意
を
し
た
り
と
、
準
備
が
整
い

次
々
に
乗
船
を
は
じ
め
、
あ
わ
た
だ
し
い
中
で
の

船
出
と
な
っ
た
。

　

風
も
な
く
、
穏
や
か
な
東
京
湾
に
、
船
長
は
釣

り
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
し
徐
々
に
沖
へ
と
舵
を
切
り

な
が
ら
、
川
崎
の
船
着
き
場
を
出
た
船
は
、
レ
イ

１
０
月
２
９
日
田
町
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
第
３
回

東
京
支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

松
田
委
員
長
の
挨
拶
を
受
け
、
議
長
に
清
水
秀
光

(

品
川
保
技
セ)

代
議
員
・
副
議
長
に
清
水
正(

大

崎
運
輸
区)

代
議
員
を
選
出
。
鈴
木
書
記
長
か
ら

の
経
過
報
告
・
方
針
提
起
を
受
け
８
名
の
代
議
員

か
ら
の
質
疑
・
報
告
の
あ
と
集
約
答
弁
後
、
特
別

決
議
・
大
会
宣
言
が
採
択
さ
１
５
時
４
５
分
松
田

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
の
音
頭
で
大
会
を
終

了
し
た
。

今
大
会
で
上
田
副
委
員
長
・
竹
田
執
行
委
員
が
解

任
と
な
り
、
恒
本
執
行
委
員
が
副
委
員
長
を
担
う

こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
０
月
１
５
日
に
八
王
子
地
区
本
部
・
２
２
日

大
宮
地
区
本
部
・
２
９
日
神
奈
川
地
区
本
部
の
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
横
に
見
な
が
ら
大
黒
埠
頭
・

お
台
場
へ
と
観
光
遊
覧
船
の
ご
と
く
巡
り
な
が
ら

目
的
の
ア
ジ
釣
り
に
１
５
名
の
太
公
望
が
腕
を
競

い
合
い
あ
っ
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
釣
果

を
あ
げ
て
い
く
中
で
１
０
０
匹
を
超
え
る
ア
ジ
を

釣
り
上
げ
る
達
人
や
鯛
や
サ
メ
な
ど
思
わ
ぬ
成
果

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
も
危
ぶ
ま

れ
た
釣
り
大
会
で
も
あ
り
、
表
彰
式
は
省
略
さ
れ

た
が
、
１
４
時
３
０
分
の
下
船
ま
で
、
楽
し
い
一

日
を
満
喫
し
た
。

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
１
０
月
８
日

（
土
）
に
第
３
４
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
を
開

催
し
た
。

　

在
日
米
軍
横
田
基
地
一
周
の
取
り
組
み
で
、
全
体
を

６
区
間
に
分
け
、
各
地
区
実
行
委
員
会
に
割
り
振
っ
て

平
和
の
火
を
リ
レ
ー
し
た
。
国
労
八
王
子
地
区
本
部
の

組
合
員
も
、
分
会
ご
と
に
、
各
地
区
に
横
割
り
参
加
の

形
で
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
福
生
公
園
（
牛
浜
駅
前
）
で
出
発
集
会
が
行

わ
れ
、
横
田
基
地
を
反
時
計
回
り
の
１
６
．
８
ｋ
ｍ
を

延
べ
１
８
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
繋
ぎ
、
福
生
市
・
昭
島

市
・
立
川
市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂
町
・
羽
村
市
・
福

生
市
・
福
生
公
園
と
戻
り
、
到
着
集
会
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
実
行
委
員
会
で
は
、
前
後
の
日
に
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
非
核
平
和
条
例
の
制
定
、
国
に
核

兵
器
禁
止
条
約
署
名
の
は
た
ら
き
か
け
、
米
軍
人
に
よ

る
犯
罪
の
温
床
で
あ
る
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
の
は

た
ら
き
か
け
な
ど
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

東
京
支
部　

第
３
回
定
期
大
会
を
開
催

第
２
０
回　

海
釣
り
大
会
を
開
催


